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２０２３年１２月３日（日）待降節第１主日 

銀座教会 家庭礼拝 

礼拝招詞「主は御言葉を遣わして彼らを癒し 破滅から彼らを救い出された。 

      主に感謝せよ。主は慈しみ深く 人の子らに驚くべき御業を成し遂げられ

る。」 

詩編１０７：２０、２１節 

主の祈り 

交読詩編 詩編４７編６～１０節 

神は歓呼の中を上られる。 

  主は角笛の響きと共に上られる。 

 歌え、神に向かって歌え。 

  歌え、我らの王に向かって歌え。 

 神は、全地の王 

  ほめ歌をうたって、告げ知らせよ。 

 神は諸国の上に王として君臨される。 

  神は聖なる王座に着いておられる。 

 諸国の民から自由な人々が集められ 

  アブラハムの神の民となる。 

地の盾となる人々は神のもの。 

  神は大いにあがめられる。 

 

使徒信条 

讃美歌 ９４番 久しく待ちにし 

聖 書 ルカによる福音書１章５～２５節 

5 ユダヤの王ヘロデの時代、アビヤ組の祭司にザカリアという人がいた。その妻はアロン

家の娘の一人で、名をエリサベトといった。6 二人とも神の前に正しい人で、主の掟と定

めをすべて守り、非のうちどころがなかった。7 しかし、エリサベトは不妊の女だったの

で、彼らには、子供がなく、二人とも既に年をとっていた。8 さて、ザカリアは自分の組

が当番で、神の御前で祭司の務めをしていたとき、9 祭司職のしきたりによってくじを引

いたところ、主の聖所に入って香をたくことになった。10 香をたいている間、大勢の民衆

が皆外で祈っていた。11 すると、主の天使が現れ、香壇の右に立った。12 ザカリアはそ

れを見て不安になり、恐怖の念に襲われた。13 天使は言った。「恐れることはない。ザカ

リア、あなたの願いは聞き入れられた。あなたの妻エリサベトは男の子を産む。その子を

ヨハネと名付けなさい。14 その子はあなたにとって喜びとなり、楽しみとなる。多くの人

もその誕生を喜ぶ。15 彼は主の御前に偉大な人になり、ぶどう酒や強い酒を飲まず、既に

母の胎にいるときから聖霊に満たされていて、16 イスラエルの多くの子らをその神である

主のもとに立ち帰らせる。17 彼はエリヤの霊と力で主に先立って行き、父の心を子に向け

させ、逆らう者に正しい人の分別を持たせて、準備のできた民を主のために用意する。」
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18 そこで、ザカリアは天使に言った。「何によって、わたしはそれを知ることができるの

でしょうか。わたしは老人ですし、妻も年をとっています。」19 天使は答えた。「わたし

はガブリエル、神の前に立つ者。あなたに話しかけて、この喜ばしい知らせを伝えるため

に遣わされたのである。20 あなたは口が利けなくなり、この事の起こる日まで話すことが

できなくなる。時が来れば実現するわたしの言葉を信じなかったからである。」21 民衆は

ザカリアを待っていた。そして、彼が聖所で手間取るのを、不思議に思っていた。22 ザカ

リアはやっと出て来たけれども、話すことができなかった。そこで、人々は彼が聖所で幻

を見たのだと悟った。ザカリアは身振りで示すだけで、口が利けないままだった。23 やが

て、務めの期間が終わって自分の家に帰った。24 その後、妻エリサベトは身ごもって、五

か月の間身を隠していた。そして、こう言った。25 「主は今こそ、こうして、わたしに目

を留め、人々の間からわたしの恥を取り去ってくださいました。」 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。救い主を待ち望む待降節を迎えました。あなたの御前で心静か

に御言葉を聞かせてください。主よどうぞ御言葉を聞かせてください。 

 病を得ている友、施設にいる友をお守りくださり、主の癒しの御手をお与えくださ

い。クリスマスに向けて救い主を迎える備えの時をお守りください。 

 主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン 

 

説 教「与えられた沈黙」              牧師 髙橋 潤 

 

 世界のキリスト教会は、主の年 2023 年待降節を迎えました。キリスト教会の暦では、先

週の日曜日が終末主日一年の終わりの日曜日でした。そして、本日より新しい一年がはじ

まります。本日より、主イエスの御降誕を共に喜び祝うクリスマスを迎えるために救い主

を待ち望む待降節・アドヴェントの季節を過ごします。私たち一人一人が救い主を迎える

準備の時として、大切な祈りの日々を過ごします。 

 クリスマスに備える沈黙について、聖書の御言葉にお聞きしたいと思います。与えられ

た御言葉はルカによる福音書です。ルカによる福音書は、人間の準備の前に、神の先手が

あったことを伝えています。降誕節は、私たちの準備ではじまるのではなく、神の先手、

神の御業からはじまっているのです。この神の先手は、救い主なる主イエスをお迎えする

に際して、洗礼者ヨハネを遣わすことでした。洗礼者ヨハネについては、４つの福音書が

記していますが、ヨハネの誕生については、ルカによる福音書だけが私たちに伝えていま

す。洗礼者ヨハネの誕生物語を読むために大切なことを確認しておきたいと思います。そ

れは、どうしてクリスマスに関するマタイによる福音書とルカによる福音書の主イエスの

御降誕についての物語がこれほど大きく違うのかという事です。この二つの福音書を読み

比べると、救い主の誕生について、大きく違っていることに誰もが気付きます。 

 マタイによる福音書とルカによる福音書には、主イエス・キリストの降誕を記していま

すが、二つの福音書は主イエスの降誕への道を二通り記していることになります。この違

いをどのように受け止めたら良いのでしょうか。 
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 マタイによる福音書は、マリアはダビデ家に属するヨセフと結婚し聖霊によって子を宿

し、その子は神の御子でありイエスと名づけられます。主の天使が登場し、２章では占星

術の学者たちが救い主にお会いすること、ヘロデ王の不安、ヘロデ王による二歳以下の男

の子の殺害命令、ヨセフとマリアが主イエスとともにエジプトへ避難したことなどが書き

記されています。そして３章で洗礼者ヨハネが登場します。 

 ルカによる福音書は、洗礼者ヨハネの誕生の知らせ、天使ガブリエルのマリアへの告知、

マリアのエリサベト訪問、マリアの賛歌（マニフィカート）が歌われ、祭司ザカリヤの賛

歌（ベネディクトゥス）が歌われます。そして主の天使が羊飼いたちに救い主の誕生を知

らせます。このようにマタイとルカでは登場人物も違っています。 

 このようにクリスマスに向けて読む二つの福音書の違いは大きいように見えますが、実

はとても大切な所で一致しているのです。この点に注目して福音書を読み進めたいと思い

ます。マタイ福音書の系図は「アブラハムの子ダビデの子、イエス・キリストの系図。ア

ブラハムはイサクをもうけ」という言葉ではじまり、イエス・キリストの起源を語ります。

イスラエルに対する神の働きかけの物語として伝えています。マタイのヨセフへの告知に

は旧約聖書の族長アブラハムの物語と主イエス誕生は深い関係があるのだと語られていま

す。そして主イエスはダビデ家の出身であるだけにとどまることなく、救い主が私たちの

間にお生まれになった、今日救い主がここにおられるという驚きと喜びが伝えられている

のです。このことを信じる人が正しい人ヨセフです。ヨセフは初めて驚きと喜び、すなわ

ち福音を聞いて信じたユダヤ人です。ヨセフはユダヤ人たちが救い主を信じる信仰と律法

への忠実さを両立させる人なのです。このマタイによる福音書のアブラハムから救い主誕

生への筋道を大切にしていることは、実はルカによる福音書においても大切にされている

のです。 

 私たちがクリスマスの物語を二つの福音書から読み始める時、二つの福音書の違いにつ

まずくことなく、ヨセフへの告知もマリアへの告知も、救い主の降誕は、旧約聖書のアブ

ラハムから救い主の物語が始まっていたことを受け止め、二つの福音書を一つの物語とし

て受け止めたいと思います。 

 マタイとルカだけでなく、マルコによる福音書もヨハネによる福音書も、主イエス・キ

リストの誕生と伝道の道備えとして、洗礼者ヨハネの洗礼運動が行われていたことを伝え

ています。マタイによる福音書は第 1 章の系図で「アブラハム」ではじまり、ルカによる

福音書でも洗礼者ヨハネの父である祭司ザカリアをアブラハムに似ていることに注目させ

てここに神の救いの先手があることを伝えているのです。二つの福音書の登場人物やいき

さつの違いが目に付きやすいのですが、イスラエルの救いの歴史が大きく前進している、

真の救い主をお迎えする決定的な出来事がここに起こったこと、すなわち神の救いの物語

としてアブラハムから洗礼者ヨハネを通して主イエス・キリストの誕生を伝えているので

す。これが神の救いの筋道であると二通りの仕方で伝えているのです。 

 本日与えられたルカによる福音書１章５節以下では、洗礼者ヨハネの誕生が予告されて

います。ヨハネは母の胎内にいるときから聖霊に満たされていました。すなわち、神に選

ばれた人なのです。そして、ヨハネは「イスラエルの子らをその神である主のもとに立ち

帰らせる」働きをするのです。洗礼者ヨハネは悔い改めを語って活動しました。洗礼者ヨ

ハネはすべての人が悔い改めて、身も心も神へ向き直ることによって救い主を迎える姿勢
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を整え、洗礼運動を行いました。 

 悔い改めるということは、私たちが清く正しい人間になることではありません。そうで

はなく、私たちが罪深いものであることを認め、神に心を向け、神を仰ぐことです。そこ

に救い主が来てくださるのです。 

 祭司ザカリヤはエルサレム神殿の祭司でした。妻はエリサベト、二人とも神の前に正し

い人でした。妻エリサベトは子どもがありませんでした。すでに二人とも年をとっていま

した。イスラエルにおいて子どもがないということは、神の祝福から遠いと判断し、大き

な悲しみ苦しみでした。創世記のアブラハムとサラに似ています。神の先手は祭司ザカリ

ヤに対して悔い改めを求めました。１３から１６節、主の天使が現れて、エリサベトは男

の子を産むヨハネと名付けなさいとのお告げを聞きました。 

 アブラハム夫妻とおなじように祭司ザカリヤ夫妻も、主の天使の言葉を聞いて信じるこ

とが出来ませんでした。アブラハムの妻サラは、神の言葉を聞いて笑いました。ザカリヤ

は祭司として神殿に仕え香を焚く者でありながら、アブラハム夫妻と同じように、いくら

神さまでも出来ない事があると思い、神より自分のことは自分がよく理解していると理解

し、自分を神より上においていたのです。 

 祭司ザカリヤこそ悔い改めて神の御前に立たなければならないことが神によって指摘さ

れているのです。神を信じ、神に従っていると誰もが思う祭司こそが神を疑い神を笑って

いることを神はご存じなのです。そして２０節、ザカリヤは沈黙の時を与えられました。 

 この沈黙は神の恵みを知らされても信じることが出来なかった罰を受けたのでしょう

か。そうではありません。御言葉を聞き沈黙する時を経て、１章６４節でザカリヤの口は

開かれ、神を賛美します。神の救いの御業に関わる者として真実に神を賛美するための時

間が与えられたのです。神の御前に悔い改める沈黙の時間は貴重な時間です。ザカリヤは

話すことができない日々、沈黙し神のみ声を聞き続けたのです。 

 私たちは沈黙の時が必要です。神の言葉と人間の言葉を聞き分ける訓練をしたいと思い

ます。待降節の日々、自らの思いを語ることよりも、まず第 1 に神のみ声を聞くことを大

切にしたいと思います。神のみ声を聞くということは、礼拝において与えられている基本

姿勢です。神の御前に立つように招かれていることを感謝し、神のみ声を聞くために沈黙

して過ごしたいと思います。待降節、時与えられて主の御前にしっかり立つことができる

ように神の御前に立つ姿勢を整えたいと思います。 

  

讃美歌 ９５番 わが心は あまつ神を 

献   金       

頌 栄   ５４４番 

祝 祷  主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

     主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

     主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

     主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

       あなたがた一同と共にあるように。    アーメン  


